


【葛城市立當麻小学校ＰＴＡ】 當麻の学びを高めるＰＴＡ活動

【奈良県教育委員会事務局 人権・地域教育課 】

●所 在 地 ：奈良県葛城市染野32 ／全校児童数：295名
●地域の特徴：自然豊かな中山間地域の農村で、近年は駅周辺の宅地開発により新住民が増加している。校区内に奈良時代より続く古刹を中心

とした門前町があり、様々な歴史と伝統が継承されている。
●学校の特徴：学校は創立141年目で、昔から行政・地域の篤志家が学校を支援してきた歴史があり、地域が教育を大切にする土地柄である。

学校でも「挨拶」「清掃」活動を中心に子どもたちの社会性の育成を重視し、地域連携時に協働しやすい体制づくりに取り組んでいる。

①「誰もが参加しやすいPTA活動」の取組
・従来の活動内容を精査し、継続の必要性、隔年開催の可能性、新規事業の創出を行う。

→判断基準は、a)子どもたちのための活動か？ b)保護者の納得が得られるか？
c)子どもと一緒に楽しめるか？とする。

・「PTA体験制度」の導入。
→PTA版オープンスクールのようなもので、役員を引き受けるまでに複数のPTA活動を体験し、
役員選出時に個々の適性に合った事業部を選択できる。

・「PTA投書箱」の設置。
→会員の考えや要望・提案、クラスや地域の課題を吸い上げられるようにする。

②「学級懇談会活性化」の取組
・「クラスPTAは全ての活動の基本」と位置づけ、学級懇談会を担任と保護者が教育について話
し合える場とした。
→事前の保護者へのアンケートを基にテーマを設定し、参加目的を明確化した。

③「広報紙の工夫」で会員意識向上の取組
・広報紙は、a)PTA活動の記録、b)会員に対し、PTAが目指すビジョンを示す、c)読みたくなるもの、
を基準に、編集方法等を見直し、企画内容を刷新した。

④地域学習支援「當麻のまなび」 の取組
・米作りや伝統行事を学ぶ支援を通じ、子どもと保護者が郷土愛と地域のつながりを再認識。

特徴的な活動について

○上記①～③の成果
・PTAへの理解が深まり、役員の選出がスムーズに進むようになった。
・積極的にPTA活動に参加する保護者が増えた。
○上記④の成果
・PTAが地域と学校の橋渡し役として機能した。
・地域で子どもたちを見守る意識が高まった。

成果について
○PTA活動に対する啓発の継続
・新しく入学してくる保護者や教職員に、PTA活動の意義を正しく伝えて
行くことができるか？

○地域と学校を繋ぐキーマンの存在
・地域と学校の橋渡し役となるキーマン的な存在をPTA役員の中にどう
育てていくか？

課題について

←①「PTA逃走中」
保護者打ち合わせ
の様子

↓③PTA広報紙
「広報たいま」

↓
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懇
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おはよう運動
登校時、通学路と正門前にて朝の挨拶。

毎週金曜（生徒会役員）、月１回育友会本部役員
と学級委員、民生委員の皆様で交通指導をしてい
ます。

美化活動
年に三回程、校内清掃と玄関前花壇に花を植え明
るい環境を作っています。

地域と協力
・楠見地区一斉清掃 ・楠見文化の祭りへの参加
・地域防災活動 など

おはよう運動

美化活動

【和歌山市立楠見中学校育友会】心を養いたくましく育てる

○成果
朝の挨拶を交わす大事さや、地域の大人達にも見守
られているということが、生徒たちの生活からも感じら
れる。

○課題
地域などと連携を保つ活動を続け、さらなる活動の活
性化を。

所在地：和歌山県和歌山市善明寺706番地
地域の特徴：農業地域と住宅地が共存している

学校の特徴：知を磨き、心を養い、体を鍛えます
全校生徒数：429人

和歌山県教育委員会生涯学習課



鳥取市立東郷小学校ＰＴＡ

学校の特徴 明治６年創立。平成２６年度に創立１４０周年を迎えた。平成１７年から鳥取市小規模校転入制度により、地域外からの通学児童を受入れて
おり、今年度は全児童の約４分の１を占めている。

地域の特徴
千代川の支流である有富川に沿った谷あいの東郷地域は、小高い山々と田園に囲まれ、また工業団地を有した緑豊かな地域である。
学校は、地域のほぼ中央、鳥取市中心市街地から南西約６㎞に位置している。

活 動 内 容

・多くの組織の協働で実施した本事業は、地域での共助の土台となり、子どもの自主
性や子どもに対する大人の関わり方について考える機会となった。事後評価を実施
したことで、子どもが何を体験したかではなく、経験をこれから独自にアレンジできる
かということが重要であると、地域みんなで再確認できた。
・地域内の各組織が、手を取り合う体制の重要性を強く認識でき、これからの新たな
展開の足がかりになった。

成 果

・少ない会員数で、自主的に無理なく継続的に活動をしていくため
の組織づくりや活動の進め方の工夫をしていくこと。

課 題

所在地：鳥取県鳥取市 ／ 全校児童数：２５名

特 徴 的 な 活 動

【その他の活動】
総会、参観日、市PTA連合会球技大会、交通安全指導、
バザー等諸行事へ９割～１０割の参加がある。

＜前日祭＞
○子ども会主催
・ペットボトルいかだレース
○おやじの会主催
・校内キャンプ・お化け屋敷
＜当日祭＞
○PTA・学校主催
・セレモニー
・同窓会の部屋
・在校生による催し
・給食試食会 等

事業の
計画

事前評価

事業の
実施

事後評
価

事業効果の評価

【東郷みらい塾】

～事業デザイン～ 「火を有効活用する
ための周辺技術の習得」に向けて

【誕生祭】
～創立１４０周年記念事業～

○工夫している点：事業をデザインし、事
前に大人のスキルアップ研修を実施。
事後は、事業評価を行い、レポートとし
てまとめ、関係各所へ配布

【 鳥 取 県 教 育 委 員 会 小 中 学 校 課 】

【開催時期】１０月～１１月

【開催時期】８月２３日、２４日

○具体的活動：
・炭や薪による火の活用
・ロープワーク、竹細工、野外調理、
自主防災に関する技術の習得
・地域の魅力再発見ウォーキング

学校を憩いの場とし、人と人とのつながりの中で、地域の
方、子どもたちの心に『ふるさと愛』を育む記念行事

＊＊＊実施内容＊＊＊

『生きる力』を見直し、地域の未来について考えを深める事業

○事業を推進するための体制：
ＰＴＡが主体となり、公民館、子ども会、
自主防災会等地域の多様な団体と連携
して実施

「日常の立場を逆転！
子ども先生と大人生徒」

4｡5年生

＜ あべこべ教室＞
子どもの「火起
こし」のイメージ

子どもの「火起
こし」のイメージ

身近な道
具と火を用
いた活動







東広島市立三津小学校ＰＴＡ

【 広 島 県 教 育 委 員 会 事 務 局 教 育 部 生 涯 学 習 課 】

所在地：広島県東広島市 ／ 全校生徒数： 児童142名

【特徴的な活動について】
円滑な運営と発展を図るため，本部役員の中

に幹事役員という活動の助言を行う役職を置く
とともに，会長経験者が顧問となって，活動に
対し指導助言を行っている。また，役員が住民
自治組織の構成員として参加し，ＰＴＡ活動と
連携した活動を実施している。地域の民間活動
団体（民生委員児童委員，社会福祉協議会，防
犯ボランティア）とも密に連携し，児童の健全
育成の観点から，協働的に防災活動避難マップ
づくり，安全パトロール等の活動を行っている。

【成果と課題】

〇教職員，ＰＴＡ，住民自治組織，地域の民間
活動団体などが連携・協力しながら学校行事や
地域行事に取り組むことで，児童にとって安
心・安全な環境づくりに寄与し，学校と地域の
つなぎ役となって，地域を挙げて教育を行う環
境を生み出している。

〇ＰＴＡ活動や地域活動に熱心に取り組んでく
ださる保護者が多いが，今後一層協力者を増や
していくことが必要である。

所在地：広島県東広島市安芸津町
地域の特徴：広島の酒の発祥地でもあり，杜氏の里として

も有名である。温暖な気候でミカンなどの柑
橘類やびわ，ジャガイモ等の収穫が多い。ま
たカキ養殖も盛んである。

学校の特徴：「自ら学び 力合わせて ともにのびようと
し 最後までやり抜く子ども」を教育目標に
地域と協働して教育活動を進めている。

防災活動避難マップづくり

マラソン大会のコース警備三津大川環境整備

自転車教室


